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「
切
れ
目
な
い
子
育
て
支
援
」
と
い
う

言
葉
を
よ
く
聞
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
妊
娠
期
か
ら
出
産
、
子
育
て
期
…
と
親

子
へ
の
継
続
し
た
支
援
に
地
域
全
体
で
取

り
組
み
、
こ
れ
ま
で
の
事
業
を
さ
ら
に
充

実
し
て
い
こ
う
と
す
る
自
治
体
が
増
え
て

き
て
い
ま
す
。

　　

大
阪
府
熊
取
町
で
は
、「
熊
取
町
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
計
画
」
を
策
定
し
、
母

子
保
健
や
子
育
て
支
援
担
当
部
署
が
中
心

と
な
っ
て
切
れ
目
な
い
支
援
に
取
り
組
む

一
方
、
図
書
館
で
も
「
熊
取
町
子
ど
も
読

書
活
動
推
進
計
画
」
に
本
を
通
じ
た
子
育

て
支
援
を
大
き
く
位
置
付
け
、
住
民
や
関

係
機
関
と
連
携
し
、
子
ど
も
の
成
長
に
応

じ
た
様
々
な
事
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
具
体
的
な
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

      　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

P.2
へ
つ
づ
く

第 1 特集

絵本を通じた「切れ目ない子育て支援」
～大阪府熊取町の取り組みから～
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／
広
島 

開
催
報
告



Bookstart Newsletter No.66  23  Bookstart Newsletter No.66

　
絵
本
を
通
じ
た
子
育
て
支
援
事
業　

　

住
民
と
連
携
し
、
年
齢
に
応
じ
た
様
々
な

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

（
　
）
は
実
施
担
当

◆
４
か
月
児
健
診
で
の
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
（
図
書
館
／
文
庫
連
／
子
育
て
支
援
課
）

　
図
書
館
職
員
と
文
庫
連
の
ス
タ
ッ
フ
が
、

一
組
ず
つ
の
親
子
に
絵
本
を
紹
介
し
、
プ

レ
ゼ
ン
ト
。
そ
し
て
保
護
者
に
「
絵
本
に

は
子
育
て
の
ヒ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、

親
子
を
つ
な
ぐ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

ツ
ー
ル
と
し
て
使
え
る
も
の
」
と
い
う
こ

と
を
伝
え
て
い
る
。
ま
た
、
親
子
の
状
況

や
保
護
者
の
希
望
を
聞
き
な
が
ら
、
子
育

て
支
援
情
報
も
紹
介
。 

◆
あ
か
ち
ゃ
ん
の
時
間（
図
書
館
／
協
力：
文
庫
連
）

　
0
～
1
歳
向
け
に
わ
ら
べ
う
た
や
絵
本　
　

を
楽
し
む
会
。
親
ど
う
し
が
交
流
す
る
時

間
も
設
け
、
仲
間
づ
く
り
の
場
に
も
。

◆
出
前
あ
か
ち
ゃ
ん
の
時
間
（
図
書
館
）　

　

　
子
育
て
支
援
施
設
に
図
書
館
職
員
が
出

向
き
、図
書
館
で
行
っ
て
い
る
「
あ
か
ち
ゃ

ん
の
時
間
」
を
実
施
。

◆
マ
タ
ニ
テ
ィ
＆
マ
マ
♪
ハ
ッ
ピ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
／
赤
ち
ゃ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
♪
初
め

て
の
コ
ン
サ
ー
ト    （
図
書
館
／
講
師
：
ひ
よ
こ
会
）

　
妊
娠
中
や
子
育
て
中
の
マ
マ
、
赤
ち
ゃ　

ん
と
そ
の
家
族
向
け
に
、
ピ
ア
ノ
の
演
奏
、

子
守
り
歌
な
ど
を
楽
し
む
会
。

保
護
者
が
赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
出
か
け
ら

れ
る
場
所
を
求
め
て
い
る
こ
と
や
、
直
接

情
報
を
届
け
る
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て

認
識
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　　
こ
う
し
た
経
験
も
ふ
ま
え
、
町
の
様
々

な
場
所
で
、
成
長
に
応
じ
た
絵
本
の
情
報

や
機
会
の
提
供
が
で
き
る
よ
う
、
検
討
を

進
め
て
い
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
２
０
０
２
年
4
月
に
4
か
月

児
健
診
で
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
を
開
始
す
る

と
と
も
に
、
1
歳
７
か
月
児
健
診
で
文
庫

連
に
よ
る
絵
本
の
読
み
き
か
せ
、
３
歳
６

か
月
児
健
診
で
図
書
館
職
員
に
よ
る
絵
本

や
図
書
館
の
案
内
を
実
施
。
ま
た
4
～
5

歳
児
を
対
象
に
、
文
庫
連
が
保
育
所
に
出

向
い
て
、
お
は
な
し
や
絵
本
の
読
み
き
か

せ
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
も
、
見

直
し
や
充
実
を
図
り
な
が
ら
、
現
在
は
妊

娠
期
か
ら
乳
幼
児
、
小
学
生
へ
と
切
れ
目

な
い
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

第 1 特集 ● 絵本を通じた「切れ目ない子育て支援」～大阪府熊取町の取り組みから～

　　
熊
取
町
の
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
は
図
書
館

を
中
心
に
、
子
育
て
支
援
課
（
母
子
保
健
担

当
部
署
）、
熊
取
文
庫
連
絡
協
議
会
※
（
以

下
、
文
庫
連
）
が
連
携
し
、
２
０
０
２
年
か

ら
4
か
月
児
健
診
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

※ 

熊
取
文
庫
連
絡
協
議
会

町
内
の
文
庫
運
営
者
に
よ
る
団
体
。
１
９
８
２
年
の
発

足
以
来
、本
と
子
ど
も
を
つ
な
ぐ
様
々
な
事
業
を
展
開
。

図
書
館
建
設
に
も
準
備
段
階
か
ら
深
く
関
わ
っ
た
。

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
町
に

　　
大
阪
の
都
心
部
や
関
西
国
際
空
港
へ
の

ア
ク
セ
ス
が
良
く
、
豊
か
な
自
然
環
境
も

併
せ
持
つ
熊
取
町
で
は
、
年
間
約
２
８
０

人
の
赤
ち
ゃ
ん
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。

　
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
を
検
討
し
始
め

た
の
は
２
０
０
０
年
秋
。
少
子
化
や
核
家

族
化
が
進
む
中
、
熊
取
町
で
も
育
児
へ
の

不
安
や
孤
独
感
を
抱
え
る
保
護
者
が
増
加

し
て
い
ま
し
た
。
図
書
館
、
子
育
て
支

援
課
、
文
庫
連
の
三
者
は
、
子
ど
も
と
の

ふ
れ
あ
い
の
時
間
を
自
然
に
生
み
出
せ
る

「
絵
本
」
を
手
渡
す
こ
の
事
業
を
通
じ
て

も
、
保
護
者
が
安
心
し
て
楽
し
く
子
育
て

が
で
き
る
よ
う
な
支
援
が
行
え
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
準

備
を
進
め
ま
し
た
。

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
か
ら
始
ま
る

切
れ
目
な
い
、
総
合
的
な
取
り
組
み

　
育
児
の
悩
み
や
必
要
な
支
援
、
親
子
で

楽
し
め
る
絵
本
な
ど
は
、
子
ど
も
の
成
長

と
と
も
に
変
化
し
て
い
き
ま
す
。
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
の
後
も
親
子
に
絵
本
と
親
し
ん

で
も
ら
う
た
め
に
は
、
年
齢
に
あ
わ
せ
た

情
報
や
機
会
を
継
続
的
に
提
供
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

を
最
初
の
機
会
と
し
て
、
そ
の
後
も
絵
本

を
通
じ
て
親
子
を
支
援
し
て
い
く
切
れ
目

な
い
、
総
合
的
な
取
り
組
み
を
考
え
て
い

く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

当
時
の
図
書
館
は
開
館
し
て
ま
だ
数

年
。
児
童
サ
ー
ビ
ス
は
幼
児
以
上
を
対
象

と
し
た
も
の
が
中
心
で
、
赤
ち
ゃ
ん
連
れ

の
親
子
を
受
け
入
れ
る
態
勢
は
十
分
と
は

言
え
な
い
状
況
で
し
た
。
そ
こ
で
、
ま
ず

は
１
歳
未
満
を
対
象
に
、
わ
ら
べ
う
た
や

絵
本
の
読
み
き
か
せ
を
楽
し
む
催
し
「
あ

か
ち
ゃ
ん
と
あ
そ
ぼ
う
」（
事
前
申
し
込
み
制
）

を
文
庫
連
と
と
も
に
開
始
し
ま
し
た
。
ま

た
、
文
庫
連
が
以
前
か
ら
行
っ
て
い
た
４

か
月
児
健
診
で
の
絵
本
の
紹
介
な
ど
を
図

書
館
職
員
が
引
き
継
ぎ
、
直
接
図
書
館
の

Ｐ
Ｒ
も
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
す
る
と
、
徐
々
に
赤
ち
ゃ
ん
連
れ
の
親

子
の
来
館
が
増
え
、「
あ
か
ち
ゃ
ん
と
あ

そ
ぼ
う
」
は
受
付
開
始
か
ら
す
ぐ
満
員
に

な
る
ほ
ど
人
気
の
催
し
に
。
子
育
て
中
の

大
阪
府
熊
取
町

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ

◆
親
子
で
リ
ト
ミ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
図
書
館
／
講
師
：
ひ
よ
こ
会
）

　

0
、
１
、
2
歳
向
け
。
音
楽
を
通
し
て

親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め

る
。
絵
本
の
紹
介
も
。

◆
こ
ぐ
ま
タ
イ
ム
（
図
書
館
）

　
2
～
5
歳
向
け
。
絵
本
の
読
み
き
か
せ
、　

手
あ
そ
び
、
か
み
し
ば
い
を
楽
し
む
。

◆
お
は
な
し
会
（
図
書
館
）

　
5
歳
く
ら
い
か
ら
を
対
象
に
し
た
、
ス

ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
と
絵
本
の
読
み
き
か

せ
の
会
。

◆
か
み
し
ば
い
の
会
（
図
書
館
）

　
子
ど
も
～
大
人
向
け
。

◆
家
庭
・
地
域
文
庫
、
保
育
所（
園
）文
庫

　
家
庭
や
地
域
の
集
会
所
、
保
育
所
（
園
）

等
に
本
を
常
設
し
、「
本
の
あ
る
遊
び
場
」

と
し
て
運
営
。
町
内
に
は
6
文
庫
開
設
。

◆
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン
（
文
庫
連
）　
　

　
文
庫
連
が
、
保
育
所
や
認
定
こ
ど
も
園

の
4
歳
、
5
歳
の
ク
ラ
ス
に
訪
問
し
て
、

お
は
な
し
や
絵
本
の
読
み
き
か
せ
を
実

施
。
す
べ
て
の
町
立
小
学
校
で
も
27
年
間

継
続
し
て
実
施
。

◆
年
齢
別
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配
付
（
図
書
館
）　

　

子
ど
も
の
成
長
に
応
じ
て
5
種
類
の

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
。
す
べ
て
の
親
子

に
届
け
ら
れ
る
よ
う
、
出
生
届
提
出
時
と

4
か
月
児
、
1
歳
7
か
月
児
、
3
歳
6
か

月
児
の
健
診
時
に
手
渡
し
、
健
診
の
な
い

5
歳
児
に
は
、
保
育
所
な
ど
を
通
じ
て
配

付
。

　
内
容
も
、
絵
本
の
紹
介
に
と
ど
ま
ら
ず
、

わ
ら
べ
う
た
や
行
事
の
案
内
、
読
み
き
か

せ
の
Ｑ
＆
Ａ
な
ど
の
情
報
を
、
き
め
細
か

く
届
け
る
。

　文庫連、子育て支援課、図書館が、ブックスター
トを開始するための研修や、フォローアップ事業
の実施などの準備に充てた 1 年間で、お互いの
活動や考え方をより理解することができました。
その中で、部署や立場は違っても「この町で、子
どもたちが健やかに育ってほしい」という根本的
な思いは皆一緒だったということも、互いに再確
認することができ、信頼関係や協力関係を強める
ことにもつながりました。
　「熊取町子ども・子育て支援計画」では、子ども
の育ちと親の子育てを支援する拠点のひとつとして
図書館の活用が位置付けられ、親子が気軽に集える
場になることも求められています。
　そのような中、町が実施した住民アンケート（就
学前児童の保護者）では、町内の様々な子育て支
援サービスの中でも、図書館の乳幼児向け行事の
認知度が一番高い結果となりました。ブックス
タートの機会だけでなく、その後の健診でも継続
的に情報を届けたり、年齢に応じて参加できる行
事があることも利用のきっかけとなっています。
こうした取り組みを続けてきたことで、図書館が
親子にとって身近な存在になっているのではない
かと思っています。

図書館が「子どもの育ちと親の子育て」を
支援する拠点のひとつに

髙月 哉子 さん

熊取町立熊取図書館
司書

VOICE

図 書 館

0 歳　　　      　 1 歳　　　　      2 歳　　　        3 歳　　　        4 歳                  5 歳～

年
齢
に
応
じ
て

参
加
で
き
る
事
業

リ
ー
フ
レ
ッ
ト

配
付 ●出生届提出時

●4 か月児健診
  ブックスタート

●1 歳 7 か月児
  健診

●3 歳 6 か月児
  健診

●5 歳児
  保育所( 園 )・認定こども園
  幼稚園で配付

出前あかちゃんの時間

親子でリトミック 0 歳 /1 歳 /2 歳
あかちゃんの時間 こぐまタイム／おはなし会／かみしばいの会

おはなしキャラバン  ※小学校でも実施

マタニティ＆ママ♪ハッピーコンサート / 赤ちゃんといっしょに♪初めてのコンサート

ブックスタート（4 か月児）

図書館子育て支援施設 保育所（園）・認定こども園・幼稚園保健センター 文庫〔実施場所〕

家庭・地域文庫、保育所 (園 )文庫

写真やイラストで
分かりやすく紹介

「あかちゃんとあそぼう」は、現在
事前申し込み不要の「あかちゃんの時間」に

■切れ目のない支援事業（住民との協働による）

（写真提供：熊取町）
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第 1 特集 ● 絵本を通じた「切れ目ない子育て支援」～大阪府熊取町の取り組みから～

　図書館や文庫では、子育て中のすべての保護
者に出会える機会はなかなかありません。でも、
初めての集団健診である 4 か月児健診は、ほぼ
100％の親子に直接会える機会です。そうした貴
重な機会だからこそ、ブックスタートでは一組ず
つの親子と子育ての話をする場にしようというこ
とになりました。

　ブックスタートでは、「今日は健診お疲れさま
でしたね。赤ちゃんのお名前は？」と声をかけま
す。親子の状況は本当に人それぞれなので、保護
者の表情や声の調子などからも「お母さんは疲れ
ていたり、子育てに悩んだりしていないかな」と、
その様子に気を配ります。そして、様々な支援の
中から必要と思われる情報を選んで伝えます。
　ブックスタートですべての情報を届けなくて
も、町では継続的に情報提供の機会を用意してい
るので、「今、目の前にいる保護者」に「今、必
要な情報」を伝えられたら良いのです。

　図書館の行事や文庫、子育て支援施設の様子を
写真で紹介したシートを見せながら、「こんな感
じでやっているから、気軽に参加してみてね」と
伝えたり、「家が〇〇地区なら、ここの文庫が近
いね。あちらにいる〇〇さんが運営している文庫
だから行ってみるいいよ」と、その場で紹介した
りすることもあります。まずは保護者が安心して、

「この人がいるところなら行ってみようかな」と

VOICE

ブックスタートでは、目の前の親子に
「今」必要な情報を伝える

森崎 シヅ子 さん

熊取文庫連絡協議会
代表

思ってもらえるように伝えることを心がけてい
ます。
　転入間もない人や、近くに親や相談できる人が
いなかったり、身内よりも他人の方が相談しやす
いという保護者もいます。昔で言う世話好きのご
近所さん的な役割の人が必要になってきているの
だと思います。
　保護者には「何かあったら、図書館でも、保健
師さんでも、保育所でも、熊取町はどこの窓口に
行っても大丈夫。ホームスタート　も利用できま
すよ。相談したいことがあれば、受け止めてくれ
るところがたくさんあるからね」と伝えています。

（※家庭訪問型子育て支援事業）

　
　文庫連のスタッフは毎月町内の保育所などに出
向き、おはなしや絵本の読みきかせなどを楽し
む「おはなしキャラバン」を行っています。就学
前の子どもが、親や保育士以外の大人と交流する
機会はあまり多くありませんが、「おはなしキャ
ラバン」は同じ地域に暮らす人と出会う機会にも
なっています。毎回同じスタッフが訪問するので、
子どもたちとの関係も少しずつ築かれていき、彼
らの成長にも寄り添っていけるのです。絵本を借
りたけれど家で読んでもらえなかったという子ど
もがいたら、スタッフが一緒に読んだり、子ども
の発した言葉や様子などを保育士に伝え、共有し
ています。
　町内のスーパーで「あ、キャラバンのおばちゃ
ん」と子どもから声をかけられ、保護者とそこで
初めて顔を合わせて、つながりができていくこと
もあります。どこで声をかけられるか分からない
ので、疲れていても、外出時はいつも笑顔でい
るようにしているんですよ。

「おはなしキャラバン」は子どもたちが
親や保育士以外の大人と出会う場に

　ブックスタートを検討し始める前は、健診の中
でスムーズに実施するためにどうすれば良いのか
を話し合いました。そして、親子のかかわりを、
より楽しく深めるためのツールのひとつとして絵
本を活用してもらえればと考えました。
　三者で準備を重ね、「一組ずつていねいに対応
していこう」と開始したブックスタートでは、ス
タッフのやさしい読みきかせに赤ちゃんも保護者
も笑顔になり、「こんなふうに絵本を使って楽し
んだらいいんですね」という声も聞かれるなど、
保護者の不安がやわらいだり、ホッとできる場に
なっています。
　また、図書館職員や文庫連のスタッフに、保健
師が見ていない場での親子の様子を見てもらえ、
気がかりな親子の情報なども共有できるので、健

VOICE

継続的な支援で絵本が身近なものに

森 久仁江 さん

熊取町子育て支援課
保健師

診後の親子への対応につなげられる良さや安心感
もあります。
　
　保健センターには図書館のリサイクル図書を利
用した絵本コーナーがあり、ブックスタート以降
の健診でも、親子が待ち時間に絵本をひらいて楽
しむ様子が見られます。また、保護者と子どもの
会話の中でも、絵本のお気に入りのフレーズを聞
くこともあります。家庭の中だけでなく、様々
な機会で絵本に触れることを通して、町の親子に
とって絵本が身近なものになり、子育ての中で活
用されていることを実感しています。

お
わ
り
に

　
成
長
に
応
じ
て
参
加
で
き
る
行
事
を
行

う
こ
と
は
、
町
の
中
に
親
子
が
安
心
し
て

出
か
け
ら
れ
る
居
場
所
を
増
や
す
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
関
係
者
が
連
携
し
、

互
い
の
事
業
や
支
援
の
内
容
を
よ
く
知
る

こ
と
で
、
一
組
一
組
の
親
子
の
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
支
援
を
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
、

保
護
者
の
子
育
て
の
不
安
解
消
や
、
町
の

中
で
子
ど
も
が
健
や
か
に
成
長
し
て
い
く

こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
図
書
館
や
文
庫
な
ど
が
行
う
親
子
へ
の

絵
本
の
取
り
組
み
は
、
本
と
親
し
む
環
境

づ
く
り
と
し
て
の
役
割
だ
け
で
な
く
、
切

れ
目
な
い
子
育
て
支
援
と
し
て
位
置
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
絵
本
を
通
じ
て
親
と
子

を
、
さ
ら
に
親
子
と
地
域
を
つ
な
ぎ
、
子

育
て
し
や
す
い
地
域
を
つ
く
る
こ
と
が
で

き
る
、
そ
の
可
能
性
を
熊
取
町
の
取
り
組

み
か
ら
強
く
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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文 庫保 健 師

熊取町の皆さん

※

熊
取
町
以
外
に
も
、
親
子
の
視
点
に
た
っ

た
ア
イ
デ
ア
や
他
機
関
と
の
連
携
に
よ

り
、
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る

自
治
体
が
あ
り
ま
す
。

赤ちゃん向けの絵本 3 冊をセットにした、
貸し出し用バッグを用意。「絵本選びの参
考にもなる」 「 ゆっくり絵本を選ぶ時間が
ないので助かる」 と保護者に好評です。

前年度生まれた子どもと保護者等を対象に、母子
保健推進協議会が年２回イベントを開催。親子が
知り合う場になるだけでなく、家庭での読みきか
せの様子を知る機会にもなっています。           　　　　    

「赤ちゃん向け絵本パック」 を用意「ブックスタート同窓会」 を開催
熊本県菊陽町大分県玖珠町

図書館で親子で交流

親子がよく足を運ぶ子育て支援施設や病院に、図書館から「絵
本パック」（写真左）を団体貸し出し。また、子育て支援施
設での出前図書館（写真右）も行い、絵本や育児書の貸し出
しのほか、絵本選びの相談等にものっています。

「子育て支援施設」や「病院」 に絵本を
東京都三鷹市

まちの様々な場所で

地元書店やまちづくりに携わる NPO とともに「本がだいす
きプロジェクト ちがさき」を開始。図書館でのイベントを
はじめ、書店主催のおはなし会（写真左）やNPOとのタイアッ
プ企画など、官民協働でプロジェクトを推進しています。　    

「書店」や「NPO」と協働
神奈川県茅ヶ崎市

民間と連携 各
地
で
は 

こ
ん
な
取
り
組
み
も
！
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6
月
、
鹿
児
島
県
と
広
島
県
で
そ
れ
ぞ
れ
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
研
修
会
を
開
催
。
図
書
館
、母
子
保
健
担
当
課
、

子
育
て
支
援
担
当
課
の
職
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、

県
内
外
か
ら
多
く
の
関
係
者
が
集
い
、
活
発
な
意
見
交

換
や
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

年に３回「選書委員会」を開催し
て手渡す絵本を決めている小林市。
保育士や保護者代表も参加して選
書しています。

研

修

会

報

告

ブログでも
ご紹介して
います！
QR ｺｰﾄﾞ▶

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
研
修
会　
in

　　　　　　　　　　　　　　　
鹿
児
島
／
広
島

◆
鹿
児
島
研
修
会

    　

  

6
月
4
日　
　
参
加
者
：
57
名

     　
か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー

◆
広
島
研
修
会

　
　
　
6
月
25
日　
　
参
加
者
：
45
名

　
　
　
合
人
社
ウ
ェ
ン
デ
ィ
ひ
と
・
ま
ち
プ
ラ
ザ

　
【
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

午
前　
絵
本
作
家 

ス
ギ
ヤ
マ
カ
ナ
ヨ
さ
ん 

講
演

         

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト 

報
告

午
後　
事
例
紹
介

         

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

事 例 紹 介
◆小林市
    発表者：窪谷江利子さん ( 図書館 )
   　　    坂下実千代さん ( ボランティア )

宮崎県

広島県

選書委員会では、 実際に絵本
を手に取り、 委員どうしで読み
合います。 保護者アンケートも
参考に選書しています。

2007 年に 1 市 6 町で合併した
霧島市。7 ～ 8 か月児教室でブッ
クスタートを実施しています。

◆霧島市
　発表者：田邊智美さん ( 図書館 )

鹿児島県

                                             質疑応答 

「関係課とうまく連携をとるコツは？」「予
算はどのくらいかかっている？」「ボラン
ティアは有償？」などの質問が挙がりま
した。

おはなし会の参加者を増やすためのアプローチ方法を考えてい
た時に、 生まれてくるすべての赤ちゃんと保護者に一対一でお話
をすることができるブックスタートを知り、「これだ！」 と思いました。
保健師さんからは、 ブックスタートの実施により 7 ～ 8 か月児教
室の満足度が上がったという声も届いています。

府中市では、保護者の身近な相談役となる主
任児童委員が、絵本を一組ずつ手渡します。

◆府中市　　

全国でも珍しい、社会福祉協議会が事務局の尾道市。民間の
組織であり、日頃から母子保健・医療・教育など関係機関や
ボランティアと連携して活動しているため、関係づくりがし
やすいという立場を活かして事業に取り組んでいます。

◆尾道市
　 発表者：槙麻美さん
　　　　　 ( 社会福祉協議会 )

ボランティアや関係者み
んなが、 尾道に生まれ
た赤ちゃんの幸せを願っ
ています。 ブックスター
トが、 その思いを言葉
にして絵本と共に親子
に直接届ける場になっ
ています。

  「一人で頑張り過ぎないでええんよ。 いつ
でも相談してね」 と笑顔で声をかけ、 絵本
を読み、 真心を添えて丁寧に手渡します。
親子がほっこりとしたひとときを過ごせる場
になっています。

ワークショップ 
『ブックスタートを行う意味を考える』

講 演

参加者の声
「お父さんお母さん、 おじいちゃんおばあちゃ
ん。 周りにいる人たちが生の声で語りかけ
てくれる時間は、 赤ちゃんにとって他では代
えがたい幸せなひととき。 　“ いつかの懐か
しい” をつくってあげられるのは、 子どもの
時だけ。 絵本でたくさんコミュニケーション
をとってほしいです。」

＊講演録刊行予定です（ 2020 年 3 月ごろ）

― 絵本は、
　　 親子のコミュニケーションツールです

『赤ちゃんと紡ぐ
　　絵本の時間』

絵本作家
スギヤマカナヨ さん

鹿児島

広島

ブックスタートに関わ
る仕事をしていること
を改めて嬉しく感じて
います。

ブックスタートの
一番の目的は、
みんなで幸せに
暮らすことだと思
いました。

「ワールド・カフェ」という手法を使ってワークショップを開催。
他市町村との交流を通じ、事業の意義や可能性を探りました。

ワールド ・ カフェって？
カフェのような雰囲気の中、テーマを決めて 4 ～ 5 人のグループで
対話を行います。テーマごとにメンバーを交代。話し合ったことはテー
ブルに広げた模造紙に自由に書き込んでいきます。

　    会
場にはお菓子も用意

リラックスした雰囲気の中で
会話がはずみます

あるグループの様子（鹿児島研修会）

自治体の異なる人、そして行政職員やボランティ
アなど、立場の異なる人どうしでグループを作り、
交流しました。

子育ての現状について、保護者が
大変だなと思うことは何ですか？

テーマ

①
「身近に相談できる人がいない」「共働き家庭が多
く仕事との両立が大変そう」などの意見が。

どんな手助けや支援があれば、
親子が幸せに暮らせると思いますか？

テーマ

②
「男性も育児参加できるように働き方改革が必要」
「世代間交流で気軽に相談できる場があれば」など
話し合いが進みます。そんな中、「課題や対策ばか

り考えているけれど、本当は
子育てって苦しいものじゃな
くて、楽しくて幸せなことで
すよね」という一言に、グルー
プ全員深く頷きます。

私たちがブックスタートでできることは
何でしょうか？

テーマ

③
「子育てって本当は楽しいもの」という言葉を、前
のグループから持ち帰って紹介したメンバーがい
たことから、話が広がります。「ブックスタートで
子育ての楽しさに気づいてもらえる」「自分から支
援施設に出向けない人にこそ、関わりを持つこと
が必要」「健診でやっているから、すべての人に支
援の手が届けられるのが良い」と、ブックスター
トの可能性を語り合いました。

席替え はじめのグループに戻って

他自治体の事例が
とても参考になりま
した。

    
ワークショップ

発表者：正畑光代さん ( 子育て支援センター )
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ブックスタート・ニュースレター 2019 秋（年４回発行）
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スタッフが出合った言葉

2018 年４月発行の『ブックスタート・スタッフガイド』。多くの自治体から好評をいただき、
およそ１万冊を全国各地にお届けしました。これまで当法人の無料資料は、関係機関に一部ずつ
ご提供してきましたが、この冊子については、自治体職員やボランティアなど、事業に関わる
全スタッフの人数分をお送りできます。どうぞお気軽にお問い合わせください。

親子への対応に 役立つ情報満載！

ブックスタート・スタッフガイド
をご活用ください！

A5 サイズ

32 ページ
オールカラー

全国の事例を豊富
に掲載。実践できそう
な取り組みが見つかる
かも……。

多くの写真で会場
の様子が一目でわかり
ます！

「親子から好意的に受
け止められる場面」と
「残念に感じられる場
面」をイラストで再
現。スタッフが配慮
できることを考え
るきっかけに。

保護者の子育て環境
の現状や、0 歳児の
発達について詳しく

解説。子育て支援
の専門家からのア

ドバイスも。

「保護者が早く帰りた
がっている場合は？」
「赤ちゃんが泣いてい
る場合は？」など、
会場でよくある

「こんなときどう
する？」に対応する
ためのヒントを掲載。

コラム  コーナー

Q & A  コーナー

ことのはコ　　コト　　ト

ご請求は
自治体支援担当まで

《 無料です ! 》 

事業を長く続けていると、時に活
動がマンネリ化することがあるた
め、冊子を読むことで事業の目的
を定期的に見直したいです。

新しく関わるスタッフにも基本
を伝える媒体になると思います。

マニュアルではなく、
保護者への接し方や心
遣いについても丁寧に
書かれています。

伝えることばかりに懸命
にならず、相手の気持ち
に寄り添う大切さを改め
て感じました。

自治体からの　 声

具体的な誰かの話ならイメージできるけれど、ただ「子どもが好きか」と訊くのはまるで「パンダが好き？」「キリンが好き？」って訊く
みたいで、あまり人間的な感じがしないから、ときむらさん。私たちがブックスタートで出会う方々も、「お母さん」「お父さん」「赤ちゃん」
である前に、お一人お一人であることを大切にしていきたいです。　＊『子ども、あなどるべからず』（きむらゆういち著 /岩波ブックレット728）より

子ども好きですか？とよく訊かれることがありますが、僕はその質問がよくわかりません。
一口に子どもといっても、いろんな子がいるからです。子どもに「大人が好き？」って訊くでしょうか。


